
脱！Ｅｘｃｅｌ管理
納期返答に即答えられる？

もし、自分が納期を問い合わせた

時に「わかりません...」と言われ
たら、不安で嫌な気持ちになりま

せんか？
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東京商工会議所が行った「ものづくり企業の現状・課題に

関する調査報告書」を見ると国内主要工場で最も得意とす

る分野では、「技術力・研究開発力」に続き、「品質の維

持・向上」「小ロット対応」「短納期対応」が上位に挙げ

られています。

ですが、報告書を確認するとデジタルツールの導入にあたり、

・「ソフトウェア技術者の不足」

・「ハードウェア技術者の不足」

・「教育体制の不備」

・「社員が積極的に取り組む雰囲気がない」

等と社内での課題が指摘されています。

株式会社 アイケー

ものづくり企業の現状・課題

その影響からか、QCD 向上に役立つデジタルツールの導
入について確認すると、導入前の期待効果は「ミス防止」

「コスト削減」「生産リードタイム削減」が高い数字を示

しています。

この結果から、大きく括るとこんな言葉で言い表す事

も出来ます。それがスケジュール管理の重要性。
そこで、お伝えしたいのが、受注入力のみでスケジュールを作

成し、修正も画面から誰でも簡単に操作が出来るツールです。

引用元：https://www.tokyo-cci.or.jp/file.jsp?id=116237



ATROXスケジューラ
特徴

受注入力時に過去の製造実績をコピ

ーしてスケジュールを作成

Ａｔｒｏｘスケジューラーなら
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正確な納期を出すには、材料・仕掛品・箱など資材の確認

から始まって、製造ラインの作業者と機械の順番、後は工

程毎の時間が計算出来ていないと納期は出せません。 設備・スタッフの負荷を瞬時に確認

して修正が可能。
社内で出来ない物は外注にお願いするなど、タイミング次

第で様々な段取りが考えられますので、だいたいの納期を

出すだけでも簡単には行きません。

つまり、Ｅｘｃｅｌで管理するには、時間・手間・管理面

からみて、限界があるという事。

納期日・外注の必要性確認など納期

に合わせてスケジュールを組み立て

ガントチャートもボタンクリックで

印刷



ATROXスケジューラーは、受注数を入れると過去の実績から、各工程の予定作業時間を自動で計算

https://www.ik2.info/nouki-taisaku

ライン毎に社内の作業時間が行程別に確認できる

仕組みになっています。

４人共フルタイムだとしますと1人１か月/仮に１
６０時間働くとすると×４で６４０時間分の作業を
こなせますから、現時点ではその範囲内に収まっ

ていのが見てわかります。

この集計表は４人態勢の物です、9/1の時点で今月
の作業時間は６３２時間になっています。



生産計画　作成画面_1

https://www.ik2.info/nouki-taisaku

受注入力の画面から過去の実績をコピーして

生産計画を作ります。



生産計画　作成画面_2

https://www.ik2.info/nouki-taisaku

コピーした物を今の受注に置き換える時に、

過去のカレンダーと未来のカレンダーを同時

に見ながら、休日をさけて稼働日だけを数え

て自動で計画を作ります。

様々な調整方法

１.納期を見ながら作る順番を入れ替える。

２.全部1からしないで、仕掛品を使って、受注
を2口に分けて全体の作業期間を減らす。

３.社内で調整が出来ない場合は、早い段階で
外注先へお願いする。

このように、製造の現場においてはいくつか

の段取りが有ると思いますが、後になって遅

れを取り戻そうとしても、やれることは限定

されてしまいます。ＡＴＲＯＸのやり方は時

間軸で計画を立案しますので、見込みが結果

と大きく狂う心配はありません。



ガントチャート

https://www.ik2.info/nouki-taisaku

ガントチャートも自動で作成します。

前後のつながりがこれだと一目でわかりますの

で、全員参加型の仕組みが自然と出来てきます。



オンライン
デモンストレーション実施中
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製造業向け
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